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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前回は、条件を満たすまで繰り返すwhileという構文を説明しました。whileは無限ループとなる危険性があることも注意しました。

実際のプログラムを書く際には、予め、その繰り返し回数が定まっている場合が、非常に多くあります。例えば、データを全て足す場合には、データの個数が繰り返し回数になります。このように、予め繰り返し回数が分かっている場合には、forを使います。


for B
SEFEIANZFE D IR

= 1S ECIENE DRI

»for 2% in £6HF

= for x In range (n)

N

»| Z0H5n-1XF TR SiEDIRT

sum =0

foriin range(11):
sum +=|

print(sum)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
for文の基本的構文は、「for 変数 in 範囲」です。range(n)は、0からn-1までの整数を表します。

Control/for0.ipynbを開けてください。最初のセルの例（このシート）で、iという変数を0から10まで変化させて、sumに加えています。答えは55になりましたか？


for
spHEHINZ#E DRI

w» I5EO &R DRI
»range (flG. &7, X7wvD)

for x in range(0,n,2) : #0H'\5n-1FEXT. —DOHS(TIEDIRT
pULBE

Control/for0.ipynb
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
range()には、値を3個指定することもできます。開始、終了、一回あたりの変化量を指定できます。
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colors = [‘red’, ‘green’. ‘blue’]
for c in colors:
print(colors)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
繰り返し範囲は、整数のようなものである必要はありません。このシートの例（for0.ipynbの三つめのセル）では、colorsというリストの各要素に対して、プリントをしています。リストは、まだ扱っていないので、「だいたいこんな感じ」として見ておいてください。リストには、先頭から0、1、２と要素に番号が付いています。それを使っているのが、4番目のセルの例です。これも、「だいたい」で十分です。
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» forSX DB DR (CforXaEL C & T,
ZE)N—T=VEBDCENTESB,

foriin range(3):
print (f'i={i})
forjin range(4):

print(*{i},{i)")
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ネスティング (nesting) というのは、「入れ子」、つまりある構造のなかに、同様の構造が入っていることです。ここでは、forによる繰り返しの中に、forによる繰り返しが入っている例です。

外側のforでは、iを0から2まで変化させ、内側のforでは、jを0から3まで変化させます。実行すると、すぐわかりますね。


7 break & continue

» break: for)L— T H53klT5

» continue: for)L—J D5EEE/\
), —TDA>2FTIOIAN—DER B EIC

N xr

a1 data=[2,5,7,9,11,-3,8,-11,10,15]

out =]

for x in data: I«
if x<O:

print(BDEZRZTFKR)

break

If X%2==0:

continue

out.append(x)

DewcoInsssledlayl print(out)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
whileでも出てきた、breakとcontinueです。動作は、whileの時とほぼ同じです。

breakに至ると、forループを抜け出します。continueは、forループ内の以降を実施せずに、forの最初に戻ります。for で変化させている変数が、次のものになることに注意が必要です。


. for-elsetg>

»for)l— & T 9B Eelsed3fnZE

1T data=[2,5,7,9,11,-3,8,-11,10,15]
out = []

for x in data: <
if x<O:

print(BDERZFER")

break

If X%2==0:

continue

out.append(x)
else:
print(out)

—
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
for文にも、対応するelseがあります。forループの中で、breakで終了しなかった場合に実行する部分です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に「例外処理」について説明します。ここも、少し難しいので、「必要になってから学びなおし」で十分です。

プログラムを実行している最中でエラーが発生すると、プログラムはその場所で止まってしまいます。どのようなエラーがあり得るかを少し考えましょう。

例えば、
数値のデータを読み込もうとしているのに途中に数値でないモノが混じっている
ディスクからファイルを読もうとしたら、ファイルが無かった
インターネットからデータを取得しようとしたが、通信状態が悪くて失敗した
などというエラーを予想することができます。

プログラムによっては、エラーを予測し、エラーが発生した際には適切な処理（例えば、エラーメッセージを出す）を行って、プログラム全体を止めずにおく必要があることがあります。これが例外処理です。
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try:
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except:
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try:
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、一般的書式を示すだけにしておきます。

tryのブロック中に、エラーが発生する可能性のある処理を記述します。exceptブロックで、エラーが発生した場合の処理を書きます。エラーが発生しなければ、exceptの部分を実行することはありません。
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